
勝
校
内
外
の
久
し
き
特
設
の

中
に
‘
稜
脅
の

準
織
を
さ
を
さ
怠
り
な
か
ち

し
決
漢
文
懇
命
は
、
い

よ

f・
41a
そ
の
械
を
総
て

、
数
に
昭
和
七
年
二
凋
二
十

日
午
後
一
一
時
よ
習
、
本
飴
第
一
一一
命
川
議
箆
に
そ
め
後
令
式
を
暴
げ
ぬ
。
職
員
・

先
誠
・
幕
、生
・
生
徒
、
凡
べ

て
接
合
恭
一
段
有
除
名
に
惑
し
、
式
は
雄
前
視
に
い

と
搬
粛
に
誕
め
ら
れ
た
り
、
そ

の
次
協
概
況
左

の
如
しり

¥
tJ
 一

援

金

式

f
t
¥
 

一
、
肉
食
之
常

一
、
経
過
報
骨

一
、
合
長
挨
拶

品
架

。
接
合
後
合
式

報

国

波

君

叉

男

藤

)11 

一

郎

君

主主

国

授

><1 
るく

本
誌
は
、
比
く
大
方
の
御
参
列
を
裁
き
ま
し
て
ぺ
我
が
漢
文
懸
命
議
舎
の
式

r

を
権
げ
得
ま
し
た
事
は
、
不
宵
令
長
と
し
て
、
此

の
土
も
な
い
喜
び
で
あ
普

全
ず
。
願
み
ま
す
る
に
、
我
々
が
漢
文
部
ナ
舎
を
奥
し
た

い
と
希
望
致
し
ま
し

た
の
は
、
昨
今
の
と
主

で
は
な
い
の
で
あ
努
ま
す
。
が
只
其
の
遺
憾
な
き
準

備
と
、
適
誌
な
る
機
合
と
を
待
つ
穏
に
還
に
今
日
に

及
ん
だ
の
で
あ
n
p
霊

L

た
。
然
る

に
本
製
も
州
開
設
以
燕
一
一
一
年
を
終
ま
し
て
、
幾
多
の
建
設
事
業
の
結

果
、
漸
く
務
制
も
完
成
し
?
殊
に
昨
秋
は
国
民
れ
多
{
も
陛
下
の
御
臨
幸
を

仰
ぎ
、
関
搬
な
る
御
勤
務
ま
で
賜
っ
た
の
で
あ
ち
ま
す
。
我
々
は
等
し
く
恕

結
の
場
け
な
さ
に
感
激
し
為
自
ら
の
資
務
の
意
大
き
を
痛
感
致
し
た
の
で
あ

ち
ぎ
す
。

此
の
特
に
併
間
約
ツ
ゐ
脇
氏
が
製
品
W
創
設
の
機
認
も
赤
熱
し
ま
し
て
‘
絵

に
今
日
に
於
て
漢
文
懇
倉
競
脅
の
儀
を
見
る
に
到
nu
ま
し
た
。
拘
1

務
脅
は

弛
の
何
れ
の
説
。令
に
於
て
も
然
る
が
如
〈
、
其
の
官
尚
な
る
研
究
に
よ
っ
て

線
業
の
鉄
路
と
不
館
と
を
一
部
ひ
、
相
相
互
の
結
合
に
於
て
、
務
劉
の
発
会
な
る

畿
鐙
を
拐
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
然
ら
ば
県
舎
の
使
命
は
・貨
に
成
〈
大
き
い

の
で
あ
n
y
ま
す
が
も
其
の
先
務
と
す
る
腕
段
、
務
風
の
樹
立
に
絞
る
。
本
撃

は
今

に
し
て
姶
め

て
持
制
の
完
成
を
見
た
主
意
ひ
ま
し
で
も
、
其
の
貨
は
光

郷
あ
る

六
十
年
の
路
史
を
芳
影
と
し
て
の
大
撃
で
あ
り
主
す
。
此
の
赫
々
た

る
傑
史
絃
、
釦
論

肢

に
翠
殺

の
性
質
に
郎
し
て
‘
立
訟
な
郡
一
鼠
を
樹
立
し
て

凍
て
ゐ
る
。
然
し
我
々
は
此
の
皐
風
を
し
て
、
更
に
新
鮮
に
し
て
筑
概
あ
ら

し
む

べ
き
で

あ
努
ま
す
。
今
東
西
に
於
げ
る
新
療

の
傾
向
を
用
品
ま
す
る

に
、

失

々
織

っ
て
立
つ
露
が
あ
り
ま
す
が
、
管
制
に
検
す
れ
ば
一
長
一
短
で
あ
習

ま
す
。
我
々
は
、
直
に
斯
思
?
に
於
て
の
み
で
な
く
、
時
的
く
天
下
諾
撃
の
動
き

に
性
意
し
て
、
新
忠
一
ゐ
長
を
取
官
、
東
西
の
梓
を
深
め
、
間
よ
り
慨
に
有
す

る
陸
一
設
な
る
皐
識

に
素
し
て‘

緩
刺
た
る
研
究
を
興
L
B
玖
フ
て
天
下

に
焚

す
る
所
あ
ら
ん
と
す
る
者
で
あ
り
ま
す
υ

批
く
考
へ
ま
す
る
と
B

設
が
皐
舎

の
責
務
法
貨
丈
京
大
で
あ
る
。
圭
?
に
し
て
御
参
列
の
諾
先
生
の
御
指
導
に
ま

ち
、
合
員
諸
子
の
努
力
に
よ
ヲ
て
、
本
準
舎
の
機
能
を
し
て
遺
憾
な
か
ら

L

め
ん
事
を
、
切
に
希
望
し

て
休
ま
な
い
次
第
で
あ
お

J

霊
す
。ハ

交
安
京
筆
記
一)者
)



一

、

感

長

就

続

大

務

事

長

此
の
皮
削
除
文
謬
舎
が
設
立
さ
れ
た
と
と
段
、
色
々
の
窓
味
か
ら
し
て
荒
川
び

に
一地
へ
な
い
。
的
ち
先
づ
本
間
的
合
の
設
立
は
‘
他
の
諸
島
十
舎
の
存
在
と
等

L

く
賀
す
可
き
で
あ
る
。
車
生
は
兎
角
一
牛
生
は
敬
授
の
議
義
を
聴
く
事
に
の
み

流
れ
易
い
か
ら
、
特
に
機
協
を
設
け
て
方
法
其
の
他
稀
々

の
事
を
究
め
ね
ば

な
ら
ぬ
ο
特
に
本
療
に
於
け
る
研
究
は
他
と
は
遣
っ
て
、
m
平
に
間
学
問
の
研
究

の
み
で
な
く
、
直
に
之
を
数
背
の
上
に
別
府
し
符
る
か
ら
、
其
の
意
味
か
与

も
本
命
け
の
成
立
を
枕
し
た
い
。
次
に
本
県
舎
で
研
究
さ
れ
る
も
の
の
上
か
ら

し
て
も
大
い
に
秘
す
可
、
速
球
出
が
あ
る
。
元
来
日
本
人
は
日
本
人
の
文
化
の

上
か
ら
究
む
可
き
で
あ
る
が
、
此

の
日
本
文
化
と
密
接
な
蹴
係
に
あ
る
東
洋

文
化
の
漢
文
研
究
片
山
科
だ
必
裂
で
あ

る
。
国
洋
に
於
て
も
、
古
典
と
現
代
的

の
も
の
と
は
並
行
的
に
研
究
さ
れ
、
そ
れ
が
時
代
に
依
り
相
交
接
し
つ

λ

流

れ
て
ゐ
る
。
然
し
此
の
二
つ
の
文
化
は
何
れ
を
撰
む
可
し
と
一
宮
ふ
様
な

と
と

は
間
旅
ず
‘
二
者
共
に
取
る
一
り
き
で
あ
る
Q

放
に
西
洋
で
も
大
戦
以
来
科
事

と
共
に
古
典
を
撲
協
し
て
ゐ
る
。
地
中
海
文
化
を
承
け
て
ゐ

る
偽
鞠
問
、
伊

大
利
等
が
、
此
の
内
有
の
文
化
を
維
持
す
る
ほ
我
な
り
と
の
考
の
下
に
此
の

研
究
に
い
そ
し
ん
で
ゐ
る
が
如
き
は

其
の
趨
例
で
あ
る
。
設
が
閣
に
於
い
て

も
、
日
本
文
化
東
洋
文
化
の
民
館
を
切
か
に
せ
ん
と
す
る
拡
大
い

K
必
要
な

と
と
で
あ
っ
て
、
か
λ

る
訟
昧
か
ら
し
て
も
、
本
製
合
の
役
立
を
友
心
存
ぶ

の
で
あ
る
。
(
文
資
抗
記
者
)

顧

問

枕

僻

本
邸
合
の
役
立
に
際
し
、
私
に
も
願
問
に
な
れ
と
の

内__，.
、

部

線

f事

J
4
 

守
t

F

a

，、ノ官、

、，

I
H

て
of

d
ヴ
、

tt中

一
明一一一一

に
は
何
も
出
燕
ま
い
が
、
員
に
備
芯
だ
げ
で
も
苓
ん

で
引
受
け
た
の
で
あ
る
Q

で
も
老
人

mv
癖
と
し
て
若

い
人
民
申
上
げ
る
の
で
あ

る
が
)
本
撃
の
事
は

一

に
今
よ
苦
卒
業
す
る
も
の
並
び
に
撃
生
諸
君
一
の
カ
に
掠
る
の
で
あ
る
か
ら
、

創
設
に
鱗
し
て
も
年
寄
等
は
常
に
し
な
い

で
、
若
人
が
み
一
中
一
月
告
を
有

っ
て
行

ふ
可
き
で
辛
め
る
。
次
に
若
い
人
の
此
頃
の
研
究
傾
向
に
は
一
の
弊
が
あ
る
。

邸
ち
土
装
た
る
間
口
を
一狭
く
し
て
、
奥
深
〈
行
か
ん
と
す
る
悪
弊
で
あ
る
o

本
患
の
中
堅
と
な
る
可
き
人
に

段
、
何
虎
ま
で
も
関
口
を
僚
く
し
て
、
徐
に

高
援
を
建
つ
可
き
で
あ
る
o
今
日

に
於
て
は
、
東
洋
文
化
の
研
究
は
低
に
全

世
芥
的
の
も
の

で
あ
る
が
、
思
ひ
起
す

こ
と
は

明
治
一
一
一
十
二

年
に
自
分
が
文

部
溺
迭

に
留
翠
し
た
持
の
と
主
で
あ
る
、
営
時
は
漢
撃
研
究
の
銭
絢
訟
に
行

〈
惑
は
明
文
が
出
せ
抱
と
て
、
在
支
四
年
間
中

に
於
い

て
B

「
悦
し
詐
」
の
上

で
制
御
議
に
行
け
と
あ
っ
た
。
侮
故
潟
訟
に
行
く
か
と
い
へ
ば
、
方
法
主
求
め

に
行
く
の
で
あ
る
。
常
時
ほ

か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で

は
大
ぴ
ら

に
務
地
そ
の
他
に
行
き
、
支
那
に
は

一
寸
立
待
フ
て
凍
る
様
子
で
あ
る
。
併

し
方
法
は
件
関
人
に
以
ワ

て
も
‘

そ
の
後
際
主
で
科
す
る
様
に
な
る
こ
と
は

腐
る
と
思
ふ
。
我
々
は
荷
露
支
で
も
支
部
人
と
提
携
し
て
行
〈
一
り
き
で
あ
る
。

背
孔
子
は
麓
繋
わ
援
を
嘆
い
た
が
も
今
日
の
支
那
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
支

部
の
勝
旗
を
救
ふ
鉱
に

は
、
ど
う
し
て
も
徳
教
を
興
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ

の
鈎
に
は
日
本
人
が
之
を
救
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
人
は
言

葉
が
下
手
で

、
そ
の
府
仰
に
支
那
人
と
交
際
し
て
も
、
文
様
は
出
掠
る
が
訴
が

出
潟
ぬ
と
い
ふ
綾
な
事
が
あ
習
、
殊

に
訴
す
時
に
、
彼
等
は
仰
腕
を
棒
積
み
す

る
故
、

結
が
持
だ
間
離
で
あ
る
。
此
の
獣
よ
り
し
て

支
部
訟
の
必
袈
も
大
で

あ
る
。
嘆
す
る
託

部
骨
芥
の

事
例
で
も
あ

る
故
も
我
々
は
大
い
に



支
那
大
と
も
問
洋
人
止
も
拠
携
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
文
責
京
記
者
〉

ゴ
評
議
員
挨
拶

数

投

内

里子

私
は
評
議
員
と
し
て
挨
拶
に
代
へ
て
、
先
づ
ニ
つ
の
希
望
を
申
上
げ
皮

い
。
一
、
は
大
抵
感
的
の
漢
文
都
A
M
M

は
特
有
の
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
と
い

ふ
と
と
で
あ
る
。
之
を
侭
す
に
は
様
々
な
こ
と
が
あ
ら
う
が
、
先
粧
品
開
令

長
並
び
に
服
部
願
附
の
・
附
さ
れ
た
様
に
し

τ行
け
ば
、
自
ら
特
有
の
も
の
た

り
得
る
と
臥
ふ
。
一
一
、
は
従
被
漢
文
革
非
に
は
折
々
脱
が
襲
旅
し
た
。
中
等
製

殺
の
漢
文
科
燦
止
問
題
も
巡
期
的
に
旭
フ
て
掠
る
。
之
に
は
斯
文
A
W
M

も
諜
力

し
で
来
た
が
、
本
大
棋
は
天
下
の
中
等
敬
育
を
脊
負
ラ
て
立
っ
て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
問
題
に
闘
し
で
も
大
い
に
是
非
の
議
論
を
後
表
す
べ

き
で
あ
る
。
今
ま
で
の
高
等
師
範
で
は
、
間
諜
制
作
で
あ
づ
た
錦
、
幾
分
各
人

の
研
究
が
不
徹
底
で
あ
ワ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
後
本
察
合
で
は
此
の
駄

を
明
か
に
し
、
天
下
を
導
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
忠
ふ
。
〈
文
責
夜
記
者
)

(二〉

記

念

諮

演

殺
人
相
同
式
に
引
殺
さ
夜
ち
に
記
念
講
怖
に
入

p
、
次
む
顕
停
を
以
て
、
夫
、
々

熱
紳
を
、紙
は
れ
た
η
J
O

一
、
行
不
v

尚
し
径

ぷ勾漢
臨
時
研
究
は
絡
に
よ
ら
ず
し
て
、
そ
の
正
を
符
べ
き
事
を
多
く
の
人
質
例
に

か
れ
た
り
。

持

橋

寺文

授

一
、
竹
致
問
紀
年
に
っ
ち
』
て

ハ
別
項
掲
載
)

原

常

m
引

先

生

一
、
還
を
論
じ
て
孫
中
山
に
及
ぶ

ハ
別
項
掲
載
〉

制
作

:t}Jl 

ゴコ

一
、
閉
合
之
鮫

小

林

信

明

需

か
く
て
何
時
し
か
時
は
移

p
て
一
点
時
キ
に
及
び
、
骨
特
色
漸
く
泊
一
り
し
か
ば

悲
ぎ
玄
附
前
に
記
念
撮
影
を
終
へ
、
意
義
深
き
今
日
の
殻
脅
式
を
了
へ
ぬ
。

(三〉

~.艮

秀:)l

す告
I;::J 

内
授
曾
式
後
、
夜
ち
に
坊
を
神
田
維
新
競
に
設
け
、
午
後
六
時
よ
り
懇
親
舎

を
開
け

p
c
願
問
、
評
議
員
以
下
約
一
一
一
十
名
の
出
席
者
を
得
て
敬
語
、
場
に
滋

れ
ぬ
ι
先
づ
諸
橋
敬
授
の
挨
拶
あ

p
、
次
い
で
松
井
博
士
、
臨
比
谷
博
士
、
田

口
、
佐
藤
ハ
正
続
可
演
野
の
誇
先
生
交
々
立
ワ
て
渓
専
の
大
使
命
を
高
調
せ

ら
れ
、
若
告
患
徒
を
撒
鴎
せ
ら
れ
た
り
。

酒
杯
幾
度
か
廻
り
、
宴
瀬
く
樹
な
る
に
及
べ
ば
、
擬
谷
博
士
得
意
の
棋
一井

撲
を
一
菅
股
洪
一
先
朗
吟
せ
ら
れ
、
満
路
三
嘆
を
禁
じ
符
ず
、
綾
い
て
原
先
生
の

支
那
民
謡
、
小
林
君
の
詩
吟
等
、
議
く
る
な
き
興
を
添
へ
て
、
春
ポ
だ
到
ら

ざ
る
に
春
風
鹿
に
満
ち
、
殺
が
皐
曾
の
前
途
ま
ζ

と
に
洋
々
乎
た
る
も
の
あ

P
き
。
九
時
散
曾
せ
n
y
o



本
離
合
努
磁
の
研
究
後
表
舎
は
B

五
月
二
十
一
琵
午
後
一
待
よ
予
漢
文
築

研
究
設
に
関
か
れ
ぬ
。
諸
婚
、
内
野
、
森
本
、
議
採
‘
茶
関
等
の
誇
先
生
、

務
先
鋭
等
の
御
旅
脅
を
持
て
‘
出
務
者
凡
て
一
一
一
十
名
￥
師
れ
も
熱
心
に
志
語

研
究
後
表
を
傾
鰍
仰
せ

p
o

つ
原
始
儒
教
に
於
け
る
指
導
原
理
の
展
開
花
就
い
て小

祢

常

mm
君

氏
は
約
一
時
間
ゃ
に
瓦

p.‘
問
問
確
な
る
口
鈎
と
撰
撃
な
る
第
究
的
態
度
を

訟
で
，
別
項
掲
載
の
如
き
論
出
向
を
強
め
ら
れ
ね
。
彩
ワ
て
慈
ち
に

合
従
一
移
日
y

，
問
時
過
数
令
。

。
恭
一
挙
詩
演
A
Y

内
に
の
み
本
合
が
升
に
向
つ
て
の
織
を
か
け
の
一
一
関
た
る

は
‘
六
月
十
一
日
午
後
一
時
よ

p
第

一

一

脅

議

か

れ

た

ち

。

認

畿
は
間
十
名
に
過
ぎ
ざ
苦
し
が
車
窓
り
如
意
議
畿
の
魅
了
ぜ
ら
れ
て

の
移
る
も
知
ら
ず
耳
を
儲
け
ぬ
。
髄
序
及
び
そ
の
の
如
し
む

一
、
関
ん
ww

之

齢

つ
漢
文
教
育
に
鶴
す
る
諸
問
題

一

、

感

帝

大

前

致

投

一
、
伯
爽
俸
と
我
が
路
斡
土
問
的

一

、

関

之

…鱗

家

君

内

野

助

致

授

高

指

詔

治

氏

中

l
 

ea-品i
 
芸文

鋳

五
時
宇
頃
な
明
り
さ
。

の
各
梅
講
談
は
、
そ
の
時
詑
を
夫
々
期
、
攻
に
搭
載
し
た
ち
〉

。
第
二
跨
務
究
費
表
舎

十
月
詩
ハ
土
〉
午
後
一
時
よ
り
漢
文
翠
研
究
室
に
於
い
て
も
務
ニ
践

例
舎
を
開
催
す
。
折
柄
鐸
々
と
罷
る
歌
謡
を
冒
し
て
、
諸
構
、
内
野
、
森
本

湾
民
主
寺
部
の
一
諸
先
生
始
め
、
燕
曾
者
凡
そ
一
一
一
十
名
。
定
の
設
表
を
傾
聴
す
。

一
、
潟
務
照
明
の
一
一
持
強

上

島

一

夫

苛

め

そ
の
蕊
識
を
一
し
て
後
‘
部
拐
の

苓
究
め
て
、
そ
の
詩
鍛
に
及
び
、
間
開

設
き
し
所
以
の
営
者
を
究
明
ぜ
ら
れ
た

一、

の

い
て

小

品

敏

雄

常

に
感
想
に
時
の
移
る
を
忘
れ
、
況
時
中
数
合
せ
号
。



徒
?
牧
野
文
犠
士
を
迎
へ
て
、
十

一
月
十
一
一
日
〈
土
〉
午
後
一
時
よ
り
、
本

旗
第
二
合
議
議
に
誕
々
巴
く
開
催
せ
ら
れ
た
り
。
瀧
脅
者
士
十
名
に
近
〈
箆

に
瀧
れ
る
の
峨
泌
な
り
し
が
、
皆
秘
め
て
静
輸
に
そ
の
所
殺
を
側
勝
ぜ
ら
れ

時
の
移
る
を
も
忘
れ
た
り
O

M

W

み
に
常
自
の
次
第
た
の
如
し
。

一
、
関
曾
之
徽

一
、
議
法
疏
『
本
』
学
考

ハ
別
埼
掲
載
〉

一

、

淡

代

王

伎

の

椛

級

制

度

牧

野

興

先

生

間
漢
に
於
け
る
疋
伎
の
祁
績
を
見
る
陀
、
嗣
子
あ
る
時
は
、
相
織
あ
れ
ど

も
、
悲
し
綿
子
托
亡
し
、
孫
の
み
存
す
る
が
如
き
州
場
合
に
は
、
そ
の
封
は
凶

牧
せ
ら
れ
た
る
も
り
な
り
と
て
、
「
非
子
関
除
」
の
例
を
、
漢
謡
、
史
記
得
よ

り
災
機
ぜ
ら
れ
、
又
「
亡
後
関
除
後
の
絹
封
後
家
」
に
ヲ
き
て
の
様
々
の
抗
例

と
共
花
、
縦
封
、
お
封
ゆ
本
践
を
切
か
に
吐
ら
れ
、
更
に
謹
ん
で
は
、
古
代

田
隊
の
結
合
欣
滋
3

と
も
比
絞
し
て
、
極
め
て
輿
深
く
、
そ
の
論
旨
を
謹
め
ら

れ
た
り
Q

一
、
一
関
A
W
悶

之

辞

諸

橋

合

長

ハ
命
事
牧
野
文
築
士
の
右
研
究
は
、
東
方
向
学
報
ハ
東
京
〉
第
三
畿
に
護
表
あ

る
筈
に
付
堂
、
有
志
の
士
は
就
き
て
之
が
詳
細
を
御
覧
あ
り
度

L
)

局、守時
品
川
町

語乙

君主

場
開
詔
一
一
一
先
生

。
第
一
一
…
問
研
究
袋
表
舎

ハ
主
)
午
後
一
時
よ
り
漢
文
革
研
究
笠
に
開
催
。
漢
文
義
科

研
究
環
表
あ
攻
、
て
週
「
る
八
月
港
内
野
教
携

引
卒
の
下
に
，
北
支
滞
鮮
を
慈
挫
し
燕
た
れ
る
十
名
の
殿
場
政
の
税
務
焼

行
機
報
告
脅
に
入
る
。
凶
十
俄
名
の
来
勝
者
を
砂

τ、
一
泡
携
の
雄
曾
な
n
v
q

街
、
常
務
了
後
、
折
柄
御
燕
紘
一
の
先
鏡
、
佐
藤
正
絡
先
生
は
，
特
に
一
場

mv

御
感
想
を
議
べ
ら
か
E

曾
は
了
人
の
議
挺
線
に
経
?
止
す
る
を
鰐
た
珍
一G

協
同
の
次
第
次
の
如
し
。

一
、
間
合
之
俳

一

、

宿

命

設

に

り

い

て

庶

卓

慈

女

史

支
那
に
於
け
る
宿
命
設
は
、
列
子
に
創
ま
ち
玉
光
に
よ
づ
て
大
成
し
た
。

孫
子
は
挽
錨
な
指
命
論
者
で
)
答
人
の
一
撃
一
勧
は
議
く
命
に
出
づ
る
と
論

じ
た
。
此

の
山
知
命
設
は
孔
予
ハ
論
説
同
・
易
体
〉
子
思
(
中
腐
〉
託
子
(
魚
子
〉

等
の
.
俗
家
に
磯
承
せ
ら
れ
て
天
命
に
安
ず
る
設
と
な
り
、
楊
子
、
務
子
枕
却
の

造
家
に
縦
一
次
ぎ
り
れ
て
自
然
保
一
議
の
設
と
な
っ
‘
た
。
設
く
い
路
多
少
の
必
燃
は
み

れ
ど
も
、
{
柄
命
議
た
る
と
と
に
於
て
一
致
し
て
ゐ
る
。
か
〈
て
渓
代
従
軍

p

玉
充
は
此
の
思
想
を
後
展
し
、
天
地
寓
物
は
一
元
紙
よ
習
後
生
す
る
も
の
で

議
く
定
命
あ
n
v
L
P
}
し
、
宇
慌
の
高
象
を
議
{
綴
命
民
も
よ
っ
て
解
し
去
m
y

た
の

で
あ
る
。
窮
命
設
に
よ
る
と
き
は
人
類
は
甚
だ
無
力
の
も
の
と
な
り
‘
一
切

は
級
品
て
消
般
的
の
も
の
と
な
っ
て
、
政
治
も
遺
徳
も
'
無
意
義
と
な
る
。
之

の
駄
に
於
い
て
早
く
宿
命
設
に
反
謝
を
時
へ
た
の
は
鶴
子
で
あ
る
。

mw.子
は

入
の
自
由
意
志
を
認
め
、
勢
作
に
よ
っ
て
一
隊
舎
関
家
に
奉
じ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
議
立
た

。

そ

の

カ

あ

る

も

命

な

し

は

可

偽

門

の

因

果

設

と

類

似

じ

て

ゐ

る

。

現

在

に

於

い

て

ほ

溢

去

知

恵

務

的

建

・

民

:直

主を

対-



野

教

授

以
下
十
名

一
、
北
支
織
鮮
放
行
談

一
、
放
行
談
を
承
b
て

一
、
問
舎
の
鮮

内強

藤

正

絡

先

生

渡

議

設

。
第
四
間
研
究
接
表
命
日

階
講
演
含

磯
村
下
京
を
問
涯
に
按
へ
た
る
、
昭
和
八
年
二
万
十
八
日
ハ
土
〉
午
後
一
一
時
よ

担
、
第
四
回
研
究
殻
表
舎
を
漢
文
模
研
究
箆
に
開
催
せ
り
。
折
都
の
如
月
の

民
家
き
に
も
拘
は
ら
ず
も
来
勝
者
一
一一
十
像
名
に
及
び
‘
泥
沼
後
表
に
ヰ
を
綴

げ
た
り
。

一

、

裁

東

成

比

就

い

て

小

博

文

部

一

部

哲

氏
は
先
づ
支
那
絞
準
史
上
に
於
げ
る
法
代
車
街
の
位
泣
を
概
観
し
て
談
‘

そ
の
特
県
内
な
る
滞
納
初
級
車
史
上
に
於
け
る
誠
東
原
の
位
設
を
一
瞥
し
，
続
い

て
彼
の
背
棋
の
附
卵
、
応
に
及
び
、
そ
の
刊
行
革
大
系
生
誕
綿
に
分
詳
し
て
之
が
時

訴
を
試
み
、
最
後
に
彼
の
務
践
の
特
同
一
況
を
場
げ
て
、
被
の
研
究
の
忽
に
す
べ

か
ら
ざ
る
を
論
鱗
ぜ
ら
れ
た

p
o

二

、

科

持

者

と

弟

者

間

口

一

紛

糾
判
者
と
務
者
と
の
本
質
を
明
か
に
せ
ら
れ
て
後
事
世
議
人
心

段
、
，
漢
烈
に
依
て
ζ

そ
可
能
な
る
…
り
し
と
抵
磁
せ
ら
る
。
其
の
い

織

は

勝

者

の

陶

磁

在

振

動

し

、

に

に

認

し

き

万

進

れ
た
る
も
の
な
n
y
o

か
く
て
寒
気
儀
り
に
烈
し
き
の
故
を
以
て
、
A

習
場
を

進
ち
に
定
詰
議
議
舎
に
入
れ

P
G

一
、
王
観
堂
の
一
面

叫

勺

ほ

i

w

終
広
三
市
?
と

わ
れ
V

斗

7

・ホこ
J
E
トホ

t
即

刻

捧
士
は
そ
の
梅
専
門
D
小
壌
の
方
麗
よ
翌
、
五
額
堂
ハ
協
議
)
が
そ
の
方

習
に
於
げ
る
行
践
を
窺
は
ん
と
て
、
先
づ
そ
の
一
博
詑
を
略
説
さ
れ
、
次
い
で

彼
の
小
単
に
蹴
慨
す
る
論
著
の
中
よ
羽
三
特
に
「
議
議
草
木
議
魚
鳥
獣
務
例
」

「
毅
金
古
金
文
考
穂
」
「
穀
堂
集
椋
の
や
の
芸
林
、
巻
七
、
者
八
」
を
摘
出
し

て
、
と
ふ
に
被
の
創
昆
に
寓
め
る
部
分
を
探
ら
れ
た
り
。
市
し
て
そ
の
一
一
一

の
併
に
き
て
、
観
堂
の
斜
見
に
批
判
を
加
へ
も
ヤ
が
て
御
白
身
の
卓
見
の

設
ら
さ
れ
，
特
あ
て
有
議
な
る
示
唆
を
典
へ
ら
れ
た
り
。

は
数
日
間
の
御
滞
京
に
て
一
掠
め
て
栴
多
忙
な
る
に
も
拘
は
ら
ず
、

、
そ
の
党
議
な
る
時
間
主
御
説
者
下
さ
れ
し
も
り
に
し
て
、

に
感
謝
し
つ
も
λ

、

本

製

年

段

一

捧

患

の

議

A
M
M
M

枇
に
絡

午
後
五
時
字
。

。
報

民

和

主

粍

数

投

と

し

て

御

就

任

の

品

問

先

生

に

は

の
上
に
，
又
研
究
箆
の
の
よ
に
、
提
多
の
一
方
な
ら

し

も

特

て

は

‘

そ

の

詩

的

の

採



老
齢
と
の
放
を
以
て
、
殺
投
の
一
戦
を
廷
か
れ
ぬ
。

脅

、

命

哲

く

の

御

粉

識

を

乞

は

ん

と

せ

し

も

、

光

広

し

て

抜

く
可
か
ら
ず
、
訟
に
獄
州
仰
と
し
て
先
生
の
御
指
導
主
仰
「
の
止
ぢ
る
に

京
到
n
y
ぬ
。
従
ワ
て
本
棋
A
M
M
い
回
以
の
職
も
自
然
御
法
…
き
組
成
ち
た
る
に
就
き
、
今

後
は
市
中
b
顧
問
と
し
て
か
の
御
懇
筑
な
る
術
指
導
を
仰
仁
亡
と
λ

な
れ
り
。

我
々
は
今
更
に
潜
て
の
先
生
の
御
懇
情
に
謝
し
、
許
せ
て
今
後
の
御
術
的
中
在

蹴
う
て
止
ま
ざ
る
次
却
な
n
v
o

か
く
て
本
恐
喝
A
M
け
は
、
新
ん
判
長
と
し
て
治
構
敬
授
を
迎
へ
ぬ
U

研
究
に
，
指

導
に
、
波
別
と
し
て
機
む
を
知
リ
給
は
ざ
る
新
A
M
U
M

訟
の
下
に
、
本
車
脅
の
飛

躍
亦
期
し
て
持
つ
可
き
も
の
あ
ら
ん
の
み
。
乞
ふ
今
後
に
期
待
せ
ら
れ
よ
。

縞

籍

後

詑

議
成
瀬
く
去
ワ
て
、
ほ
の
段
い
緊
?
以
吹
に
高
物
が
段
ら
う
と
す
る
折

柄
、
合
報
第
一
様
を
溌
到
し
て
、
皆
様
の
杭
ょ
に
同
時
す
る
ζ

と
の
向
来
る
の

は
、
我
々
の
欣
幸
に
棋
へ
な
い
と
ζ

ろ
で
あ
リ
ま
す
。
と

L

に
我
々
は
、
援

脅
以
来
の
本
舎
の
足
跡
を
顧
み
て
、
更
に
お
来
へ
の
民
濯
を
強
か
に
す
る
と

と
が
出
球
、
点
付
に
魁
け
て
新
生
へ
の
歩
み
を
運
ぶ
こ
と
が
出
京
ょ
う
か
と
思

ひ
ま
す
。

か
く
て
本
載
に
は
、
過
ぐ
る
一
一
年
間
本
合
に
於
い
て
議
さ
れ
た
講
演
及
び

研
究
接
表
曾
mw
惑
詑
を
出
来
る
だ
け
多
数
掲
載
す
る
と
と
に
、
五
践
を
授
き
も

更
に
本
年
一
見
本
撃
に
開
か
れ
た
中
等
教
員
一
国
漢
科
議
費
舎
に
於
い
て
議
ぜ

ら
れ
た
諸
橋
教
授
の
星
川
物
の
話
」
を
約
加
し
て
、
一
時
光
彩
を
添
へ
た
次

ぬ

れ

…

し

縞

斡

者

り

そ

り

排

刻

、

の

上

に

、

の

駄

が

無

い

と

ま

せ

ん

が

も

づ
て
改
装
し
、
総
て
v
む
き
持
来
に
、
か
λ

る

合

報

へ

げ
て
、
経
持
へ
の
寄
興
を
更
に
大
は
せ
ん
と
考
慮
し
て
段
る
の
で

あ
り
主
す
。

常
次
続
に
は
市
出
品
欄
を
設
け
て
、
曾
員
の
最
近
の
動
静
を
掛
か
に
し
も
相

互
の
料
肢
を
諮
り
、
感
舎
へ
の
御
希
虫
、
伽
抑
訟
見
等
を
も
一
法
担
、
以
て
切
犠

琢
燦
の
認
に
供
し
民
と
も
存
じ
て
居
り
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方
の
御
健
勝
を
お
前
り
申
上
げ
る
と
共
に
も
何
卒
初
日
し
て

本
脅
の
前
惑
を
拘
符
ち
下
さ
る
様
お
顕
ひ
訟
し
ま
す
。

ハ
泉
紀
ニ
五
九
一
一
一
年
紘
一
夜
防
の
タ
〉

漢

文

接

合

バト

報

?
ヨ
一

h
u
u
u

必
計
九
一
品
切

昭 i沼
手il ;fll 
1¥/¥ 
!.fミ :¥1:

丹 月
十荒

日 目

政
誠
一
一
行
済

印

制

後
一
行

東
京
文
理
科
大
関
学
漢
文
準
令

上

出

向

一

東
京
市
荏
原
箆
戸
越
町
一
二
九
八

市

川

茂

東
京
市
荏
按
雨
戸
越
町
一
二
九
八

市

川

活

版

東
京
市
小
石
川
川
区
大
塚
箆
町

東
京
文
器
科
大
接
漢
文
鶴
市
念
日

(
非
覧
n
m
)

続
報
一
考

夫

印
例
制
者

子主

印
邸
冴

「汀ι

47
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F
 



‘
本
愈
ヤ
東
京
文
政
科
大
観
漢
文
都
倉
ト
務
シ
‘
事
務
所
テ
東
京
文
理
別
府
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